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い
よ
い
よ
令
和
２
年
度
を
迎
え
、
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
組
合
員
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
格
的
に
農

作
業
も
始
ま
り
、
こ
れ
か
ら
慌
た
だ
し
い

日
々
が
続
い
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

体
調
や
農
作
業
事
故
等
に
は
十
分
に
注
意

さ
れ
、
良
い
出
来
秋
を
迎
え
ら
れ
ま
す
こ

と
を
御
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
国
内
外
に
お
い
て
大
き
な
影
響

を
も
た
ら
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
ニ
ュ
ー
ス
が
連
日
続
い
て
お
り
ま
す
。

マ
ス
ク
等
の
物
資
の
不
足
、
学
校
の
一
斉

休
校
、
企
業
に
よ
っ
て
は
休
業
や
閉
業
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
各
方
面
に
大
き
な

打
撃
を
与
え
て
お
り
、
ま
た
、
誤
っ
た
情

報
も
流
れ
て
い
た
り
と
、
私
た
ち
の
業
務

や
生
活
に
も
様
々
な
影
響
が
出
て
お
り
ま

す
。
あ
ら
ゆ
る
情
報
が
流
れ
て
い
る
な
か

で
、
全
て
の
情
報
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
、
何

が
正
し
い
情
報
で
あ
る
の
か
、
ど
の
よ
う

に
行
動
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
改
め
て
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
す
。
今
は
で
き
る
限
り
対
策

を
怠
ら
ず
、
感
染
が
こ
れ
以
上
拡
大
し
な

い
こ
と
、
一
刻
も
早
く
収
束
し
、
安
心
し

て
生
活
で
き
る
日
に
戻
る
こ
と
を
祈
る
ば

か
り
で
す
。�

（
Ｋ
）

【材　料】

【作り方】
①じゃがいもを１～１. ５㎝角に切り、片栗粉をまぶす。
　※いもは水にさらさない。
②多めの油を熱したフライパンでに入れ、軽く塩を振り、こんがり焼く。
　※中～強火で５分以上（火の通りを見ながら）。
　※最初の内はいもがくっつかないようにゆすりながら、後半はじっくりと焼く感じです。
③一度火を止め、しょうゆ、砂糖、マヨネーズをいれて絡める。
　※火をつけたままだとタレが焦げる。
　※いもの大きさで調味料は調節してください。
④�お皿に盛って、お好みでこしょうをふってお召し上がりください♪

　
今
回
の
表
紙
は
中
音
更
地
区

の
岡
田
達
矢
さ
ん
宅
で
の
ビ
ー

ト
ポ
ッ
ト
播
種
作
業
の
様
子
で

す
。
ビ
ー
ト
ポ
ッ
ト
の
播
種
が

始
ま
る
と
春
作
業
が
本
格
始
動

す
る
感
じ
が
し
ま
す
ね
。
お
仕

事
中
撮
影
に
ご
協
力
し
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

下居辺地区 矢坂　志乃 さん

じゃがいものテリヤキ
JA 士幌町と組合員がつくる情報誌
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❷三組織合同研修会
❸士幌町枝肉共励会
❹麦連協50周年式典及び祝賀会
❺青年部版　道外視察研修報告
❽青年部版・女性部版　総会（書面）を開催／
　麦連協　農業新聞会長賞受賞
❾ 香西瑠璃子さん北海道農業者会議にてアグ

リメッセージを発表／各会議テレビ会議で
実施

� いま何やってますか？
� 人間ドック推進・空き状況／ぼく・わたし

のおとうさん
�感染症を防ぐために
�アスポお知らせ／今月の運勢
�クロスワードパズル
�わが家のおすすめレシピ／編集後記
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三
組
織
合
同
研
修
会
を
開
催

　
　
　
　
農
協
運
営
協
力
委
員
長
会
（
酒
井
欣
造　
会
長
）
主
催
に
よ
る
三
組

　
　
　
織
合
同
研
修
会
が
、
２
月
14
日
（
金
）
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
帯
広
を
会

場
に
開
催
さ
れ
、
各
地
区
協
力
委
員
会
、
女
性
部
、
青
年
部
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
三
役

と
各
事
業
所
長
、
組
合
員
相
談
課
職
員
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
協
力
委
員
長
会
が
昨
年
の

11
月
25
日
～
29
日
の
日
程
で
行
っ
た
道
外
視

察
研
修
報
告
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て

説
明
さ
れ
ま
し
た
。
視
察
先
の
中
で
特
に
感

じ
た
こ
と
は
福
岡
に
あ
る
ヤ
マ
エ
久
野
株
式

会
社
に
て「
熊
士
幌
」の
銘
柄
で
納
品
さ
れ
て

い
る
士
幌
で
ん
ぷ
ん
は
、
電
子
部
品
メ
ー
カ

ー
に
納
品
さ
れ
電
子
部
品
の
製
造
工
程
で
使

用
さ
れ
て
お
り
、
粒
度
が
安
定
し
て
い
る「
熊

士
幌
」で
は
な
い
と
良
い
製
品
が
製
造
で
き

な
い
と
評
価
を
頂
い
た
こ
と
が
印
象
的
で
し

た
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
引
き
続
き
青

年
部
か
ら
も
１
月
14
日
～
17
日
の
日
程
で
行

っ
た
道
外
視
察
研
修
報
告
を
同
じ
く
ス
ラ
イ

ド
を
用
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
印
象

的
だ
っ
た
の
は
５
農
協
所
有
で
あ
る
埼
玉
県

熊
谷
倉
庫
を
青
年
部
役
員
の
ほ
と
ん
ど
が
初

め
て
見
学
し
、
自
分
た
ち
の
生
産
し
た
馬
鈴

し
ょ
が
遠
く
離
れ
た
埼
玉
県
ま
で
輸
送
さ
れ
、

厳
し
く
こ
ま
め
に
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

聞
き
、
安
心
と
信
頼
が
深
ま
っ
た
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
西
田
管
理
部
長
よ
り
新
事
務
所

の
計
画
概
要
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
本
年

３
月
よ
り
工
事
が
始
ま
り
、
令
和
３
年
６
月

に
完
成
す
る
予
定
で
進
め
て
お
り
、
懇
談
会

等
で
も
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
通

り「
ラ
ウ
ン
ジ
ス
ペ
ー
ス
」を
目
玉
と
し
て
組

合
員
の
皆
さ
ん
が
つ
ど
え
る
事
務
所
を
コ
ン

セ
プ
ト
と
し
て
計
画
し
て
い
ま
す
と
説
明
い

た
し
ま
し
た
。
最
後
に
経
理
課
よ
り「
組
合

員
営
農
支
援
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
」

に
つ
い
て
管
理
部
清
水
次
長
及
び
経
理
課
竹

田
主
任
よ
り
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
研
修
会
開
催
時
点
で
は
ほ
ぼ
組
合
員
宅

全
戸
に
設
置
が
完
了
し
て
お
り
実
機
も
ご
自

宅
に
あ
る
状
況
の
中
、
こ
れ
か
ら
ご
使
用
い

た
だ
く
中
で
ご
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
何
な

り
と
ご
質
問
い
た
だ
く
と
共
に
、
今
後
も
引

き
続
き
小
単
位
で
も
説
明
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
の
で
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
と
説
明
い
た

し
ま
し
た
。

　
研
修
終
了
後
は
場
所
を
移
し
意
見
交
換
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
区
や
世
代
を
超
え

研
修
会
で
話
さ
れ
た
視
察
の
状
況
や
、
新
事

務
所
建
設
の
期
待
感
な
ど
の
話
な
ど
で
盛
り

上
が
り
、
会
の
締
め
く
く
り
に
は
松
山
青
年

部
長
の
挨
拶
で
、
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

酒井会長の挨拶

意見交換会
河田女性部長の挨拶

研修会の様子

意見交換会の様子

松山青年部長による閉会の挨拶

今月の
特 集

T o p i c s

士幌町
肉牛振興会
枝肉共励会

　
２
月
19
日（
水
）士
幌
町
肉
牛
振
興
会

（
力
石
和
彦
会
長
）主
催
に
よ
る
枝
肉
共

励
会（
乳
雄
・
交
雑
）が
北
海
道
畜
産
公

社
道
東
事
業
所
十
勝
工
場
に
て
開
催
さ

れ
町
内
生
産
者
よ
り
乳
雄
の
部
に
29
頭
、

交
雑
の
部
に
32
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
に
つ
い
て
も
レ
ベ
ル
の
高
い
枝
肉

が
揃
う
共
励
会
で
、
日
本
食
肉
格
付
協

会
に
よ
る
審
査
を
実
施
し
序
列
を
決
定

し
た
結
果
、
乳
雄
の
部
で
は
加
納
三
司

氏
出
品
の
三
司
ビ
ー
フ
２
号
、
交
雑
の

部
で
は
上
音
更
肉
用
牛
牧
場
出
品
の
上

音
更
ビ
ー
フ
１
号
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
、

入
賞
者
に
表
彰
状
や
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
副

賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

力石会長による挨拶

令和元年度

乳雄の部
加納三司氏出品　三司ビーフ2号

交雑の部　最優秀賞
上音更肉用牛牧場出品　上音更ビーフ1号

令和元年度 士幌町肉牛振興会枝肉共励会　褒賞名簿
乳雄の部

交雑の部

出 品 戸 数　16戸　　　出 品 頭 数　29頭
平均枝重量　487.5kg　 ３等級以上　４頭

出 品 戸 数　12戸　　　出 品 頭 数　32頭
平均枝重量　566.4kg　 ３等級以上　29頭

褒　　賞 出品
No. 名　　　　前 枝肉

重量 格　付

最 優 秀 賞 23 三司ビーフ２号 加納　三司 524kg B −３

優秀賞１席 １ 日の出ビーフ１号 加納　孝嗣 506kg B −２

優秀賞２席 10 実勝ビーフ１号 市田　卓志 455kg B −２

優秀賞３席 ９ 中士幌ビーフ２号 力石　和彦 491kg B −２

優 良 賞 18 緑陽ビーフ１号 ㈲緑陽肉用牛牧場 443kg B −２

褒　　賞 出品
No. 名　　　　前 枝肉

重量 性別 格付

最 優 秀 賞 32 上音更ビーフ１号 ㈲上音更肉用牛牧場 567kg 雌 B−４

優秀賞１席 36 緑陽ビーフ１号 ㈲緑陽肉用牛牧場 567kg 雌 B−４

優秀賞２席 46 第２農場ビーフ４号 ㈲西上加納農場 456kg 雌 A−４

優秀賞３席 58 マルセンビーフ１号 ㈱マルセン牧場 533kg 去勢 A−４

優 良 賞 45 第２農場ビーフ３号 ㈲西上加納農場 495kg 雌 A−４
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士
幌
町
麦
作
連
絡
協
議
会

50
周
年
記
念
式
典
及
び
祝
賀
会
を
挙
行

中島会長の式辞

　
士
幌
町
麦
作
連
絡
協
議
会（
中
島
直

行　
会
長
）は
２
月
18
日（
火
）ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
帯
広
を
会
場
に
士
幌
町

麦
作
連
絡
協
議
会
50
周
年
記
念
式
典
及

び
祝
賀
会
を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。
挙

行
に
先
立
ち
先
人
の
御
霊
に
対
し
て
黙

祷
を
行
っ
た
後
、
中
島
会
長
が
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。
そ
の
中
で「
昭
和
42
年

最
初
の
麦
作
組
合「
士
幌
西
地
区
麦
作

組
合
」が
設
立
さ
れ
、
地
力
の
維
持
な

ど
の
目
的
に
麦
作
振
興
の
気
運
が
各
地

で
高
ま
り
、
各
地
区
に
麦
作
組
合
が
設

立
さ
れ
、
昭
和
45
年
に
士
幌
町
麦
作
連

絡
協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
当
時

は
１
俵
３
，
０
０
０
円
の
小
麦
で
、
収

量
に
つ
い
て
も
３
～
４
俵
。
コ
ン
バ
イ

ン
の
導
入
な
ど
経
費
負
担
も
多
く
、
農

家
経
済
も
潤
わ
な
い
作
物
で
し
た
が
先

人
先
達
の
先
見
の
目
に
よ
り
、
今
で
は

感謝状の贈呈を受ける5名の受賞者

祝賀会の様子

反
収
10
俵
を
超
え
る
経
済
作
物
と
な
り

ま
し
た
。
近
年
で
は
、
先
進
シ
ス
テ
ム

の
導
入
に
よ
り
さ
ら
に
高
収
量
で
高
品

質
な
小
麦
の
収
穫
も
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
に
お
い
て
は

麦
作
共
励
会
最
優
秀
賞
受
賞
及
び
日
本

農
業
新
聞
会
長
賞
受
賞
と
50
年
の
節
目

に
ふ
さ
わ
し
い
年
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
も
、
後
押
し
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様

の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
に
つ
き
ま
し
て
も
高
品
質
な
小
麦
を

安
定
生
産
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
頂
き

た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」と
挨
拶
さ

れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
第
11
代
会
長　

市
原
照

義 

氏
、第
12
代
会
長　
中
島
邦
康 

氏
、

第
13
代
会
長　
三
島
孝
二 

氏
、
第
14

代
会
長　
中
山
康
博 

氏
、
第
15
代
会

長　
加
納
利
男 

氏
の
５
名
に
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、来
賓
か
ら
祝
辞
を
頂
き
、感

謝
状
贈
呈
者
を
代
表
し
て
市
原
氏
よ
り

謝
辞
を
頂
き
、
式
典
を
閉
式
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
同
会
場
に
て
祝
賀
会
が
開

催
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
50
年
の
歴
史

を
振
り
返
り
、
思
い
出
話
や
、
苦
労
話

し
を
し
た
り
、
現
代
の
先
進
技
術
に
つ

い
て
熱
く
話
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

農
業
生
産
法
人
㈲
エ
ル
・
フ
ァ
ー
ム
・
サ
カ
キ
バ
ラ（
愛
知
県
半
田
市
）

虎
屋
㈱
御
殿
場
工
場（
静
岡
県
御
殿
場
市
）

青
年
部
　
道
外
視
察
研
修
報
告

　
青
年
部
が
２
年
に
１
度
実
施
し
て
い
る
役
員
道
外
視
察
研
修
を
１
月
14
日
か
ら
１
月
17
日
の

４
日
間
の
日
程
で
実
施
し
ま
し
た
の
で
、視
察
先
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
最
初
の
視
察
先
は
愛
知
県
半
田
市
に
あ
る
農
業
生
産

法
人
㈲
エ
ル
・
フ
ァ
ー
ム
・
サ
カ
キ
バ
ラ
を
視
察
し
ま

し
た
。

　

㈲
エ
ル
・
フ
ァ
ー
ム
・
サ
カ
キ
バ
ラ
は
乳
牛
約

３
０
０
頭
、
肉
牛
約
１
，
２
０
０
頭
の
乳
肉
複
合
経
営

を
主
体
と
し
、
乳
牛
部
門
は
年
間
約
２
，
２
０
０
ｔ
の

生
乳
を
生
産
し
て
お
り
ま
す
。
肉
牛
部
門
は
Ｆ
１
・
和

牛
を
生
産
か
ら
一
貫
肥
育
・
出
荷
を
行
い
、
受
精
卵
移

植
の
活
用
に
よ
り
黒
毛
和
種
の
生
産
に
も
力
を
入
れ
て

お
り
、
交
雑
牛
は
ブ
ラ
ン
ド
牛「
知
多
牛
」と
し
て
主
に

大
阪
中
央
卸
売
市
場
南
港
市
場
へ
出
荷
し「
お
い
し
い

牛
肉
」と
評
価
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
研
修
２
日
目
午
前
中
は
静
岡
県
御
殿
場
市
に
あ
る
虎
屋

㈱
御
殿
場
工
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
虎
屋
㈱
は
約
５
０
０
年
前
に
京
都
で
創
業
し
、
後
陽
成

天
皇
在
位
中（
１
５
８
６
年
～
１
６
１
１
年
）に
皇
室
御
用

達
と
な
り
、
明
治
２
年
明
治
天
皇
の
東
京
遷
都
に
際
し
東

京
へ
進
出
し
ま
し
た
。
戦
後
、
直
営
店
の
増
設
や
デ
パ
ー

ト
に
売
り
場
を
設
け
、
現
在
で
は
国
内
に
80
店
舗
を
数
え

ま
す
。

　
製
造
工
場
は
３
工
場
あ
り
、
京
都
府
南
丹
市
に
あ
る
京

都
工
場
、
東
京
都
赤
坂
に
あ
る
東
京
工
場
、
そ
し
て
今
回

視
察
に
伺
っ
た
静
岡
県
に
あ
る
御
殿
場
工
場
で
す
。
当
工

場
で
は
我
々
が
生
産
し
た
エ
リ
モ
シ
ョ
ウ
ズ
を
使
っ
た
羊

副農場長の榊原孝樹氏より説明を受ける

　
地
域
住
民
へ
の
配
慮
と
し
て
乳
牛
部
門
で
は
汚
水
を
微
生
物
に
よ
り
自
然
浄
化
処
理
を
す
る
フ
ラ

ッ
シ
ュ
バ
ー
ン
と
呼
ば
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
糞
尿
を
処
理
し
て
お
り
、
肉
牛
舎
の
敷
料
に
つ
い
て
は
定

期
的
に
交
換
し
て
再
利
用
す
る
な
ど
環
境
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
６
次
産
業
化
の
取
り
組
み
と
し
て
㈱
黒
牛
の
里
を
立
ち
上
げ
て
自
社
の
牛
肉
を
使
用
し
た

レ
ス
ト
ラ
ン
も
経
営
し
、
現
在
半
田
市
内
の
焼
肉
店
、
フ
ァ
ー
ム
レ
ス
ト
ラ
ン
３
店
舗
で
知
多
牛
を

提
供
し
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
の
加
工
品
や
新
鮮
な
生
乳
を
使
っ
た
チ
ー
ズ
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
地
場

産
の
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
地
元
消
費
者
の
方
々
に
美
味
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
場
と

し
て
、「
知
多
牛
」ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
目
標
に
活
動
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
乳
肉
複
合
経
営
で
肉
牛
の
一
貫
肥
育
に
よ
り
生
産
コ
ス
ト
を
削
減
し
、
良
質
な
牛
肉
を
生
産
す
る

基
盤
が
出
来
て
お
り
、
地
元
消
費
者
に
も
評
価
さ
れ
て
い
る
見
本
と
す
べ
き
経
営
で
あ
る
事
を
感
じ
、

おいしい羊羹をいただきました！

羹
や
最
中
な
ど
が
一
つ
一
つ
熟
練
の
職
人
に
よ
る
手
仕
事
と
機
械
を
一
本
化
し
て
生
産
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　
今
回
は
製
餡
ラ
イ
ン
、
羊
羹
ラ
イ
ン
、
季
節
の
羊
羹
ラ
イ
ン
を
視
察
し
ま
し
た
。
製
餡
ラ
イ
ン
は

週
に
４
日
間
が
赤
小
豆
、
１
日
が
白
小
豆
を
使
い
製
造
し
て
お
り
、
当
日
は
白
餡
を
製
造
し
て
お
り

ま
し
た
。
工
場
で
は
機
械
を
使
用
し
て
豆
を
煮
て
お
り
ま
す
が
、
仕
上
が
り
は
必
ず
人
の
目
で
確
認

し
て
お
り
ま
し
た
。
１
月
は
閑
散
期
で
あ
り
赤
小
豆
で
こ
し
餡
を
作
る
際
に
は
１
日
２
ｔ
、
10
～
12

月
の
繁
忙
期
に
は
多
い
時
で
１
日
３
．
５
ｔ
の
小
豆
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

　
羊
羹
ラ
イ
ン
で
は
１
日
最
大
２
種
類
の
羊
羹
を
製
造
し
て
お
り
、
閑
散
期
で
も
小
型
羊
羹
で
１
日

６
万
本
を
製
造
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
も
出
来
上
が
っ
た
製
品
は
人
の
目
で
必
ず
確
認
し
て
お
り
、

虎
屋
㈱
で
は
生
産
ラ
イ
ン
に
お
い
て
重
要
な
場
所
に
は
人
を
惜
し
ま
ず
投
入
し
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。

大
変
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
報
告
者
：
松
山
隆
多
、
渡
邉
一
真
）
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季
節
の
羊
羹
ラ
イ
ン
は
残
念
な
が
ら
稼
働
し
て
お
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
四
季
の
富
士
」と
い
う
季
節
ご
と

に
表
情
を
変
え
る
富
士
山
を
題
材
と
し
た
羊
羹
を
最
良

の
原
材
料
と
熟
練
し
た
職
人
の
手
に
よ
っ
て
一
本
一
本

手
作
り
で
製
造
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
御
殿
場
工
場
に
は
羊
羹
マ
イ
ス
タ
ー
と
い
う

工
場
独
自
の
試
み
が
あ
り
、
厳
し
い
４
つ
の
試
験
を
突

破
し
た
職
員
が
任
期
３
年
で
商
品
審
査
や
、
賞
味
期
限

を
確
定
す
る
際
の
検
食
な
ど
の
業
務
を
行
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
担
当
者
よ
り
虎
屋
㈱
の
エ
リ
モ
シ
ョ
ウ
ズ
に
対
す
る

風
味
や
色
味
、
加
工
適
性
へ
の
強
い
こ
だ
わ
り
を
語
っ

四
国
化
工
機
㈱
御
殿
場
食
品
工
場（
静
岡
県
御
殿
場
市
）

Ｊ
Ａ
士
幌
町
熊
谷
事
業
所（
埼
玉
県
熊
谷
市
）

　
研
修
２
日
目
の
午
後
か
ら
は
同
じ
く
御
殿
場
市
に
あ

る
四
国
化
工
機
㈱
御
殿
場
食
品
工
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

富
士
山
の
ふ
も
と
で
と
て
も
自
然
豊
か
な
場
所
に
あ
り
、

１
９
９
８
年
１
月
に
工
場
を
新
設
し
延
床
面
積
約
８
，

２
０
０
㎡
、
従
業
員
は
約
１
８
０
人
で
稼
働
し
て
お
り

ま
す
。

　
当
工
場
は「
さ
と
の
雪
」と
い
う
独
自
ブ
ラ
ン
ド
の
豆

腐
を
作
り
関
東
地
方
の
物
流
の
拠
点
と
な
っ
て
お
り
、

パ
ッ
ク
製
造
の
他
に
豆
腐
を
紙
容
器
に
充
填
し
て
販
売

す
る
な
ど
高
度
な
充
填
技
術
を
発
揮
し
賞
味
期
限
を
延

ば
し
て
高
品
質
な
豆
腐
の
製
造
を
い
ち
早
く
開
始
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
海
外
の
和
食
ブ
ー
ム
に
よ
り
豆
腐

　
研
修
３
日
目
の
午
前
中
に
埼
玉
県
熊
谷
市
に
あ
る
Ｊ

Ａ
士
幌
町
農
工
部
食
用
馬
鈴
薯
課
熊
谷
事
業
所
を
視
察

し
ま
し
た
。

　
熊
谷
事
業
所
の
北
岡
所
長
の
案
内
の
も
と
施
設
内
を

視
察
し
ま
し
た
。
総
面
積
が
１
５
，
５
１
６
坪
と
東
京

ド
ー
ム
よ
り
広
く
、
定
温
倉
庫
が
12
棟
、
冷
凍
倉
庫
が

２
棟
あ
り
、
定
温
倉
庫
に
馬
鈴
し
ょ
が
貯
蔵
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
熊
谷
事
業
所
の
隣
に
は
日
本
貨
物
鉄
道
㈱
の
貨
物
タ

ー
ミ
ナ
ル
が
あ
り
、
９
～
11
月
に
か
け
て
特
別
臨
時
列

車
を
運
行
し
て
熊
谷
事
業
所
ま
で
馬
鈴
し
ょ
が
運
ば
れ

㈱
ポ
テ
ト
フ
ー
ズ
関
東
工
場（
埼
玉
県
東
松
山
市
）

　
研
修
３
日
目
の
午
後
よ
り
埼
玉
県
東
松
山
市
に
あ

る
㈱
ポ
テ
ト
フ
ー
ズ
関
東
工
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
㈱
ポ
テ
ト
フ
ー
ズ
関
東
工
場
は
平
成
元
年
に
カ
ル

ビ
ー
㈱
の
資
本
参
加
も
得
て
新
設
さ
れ
、
現
在
主
に

関
東
方
面
向
け
の
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
と
堅
あ
げ
ポ
テ

ト
を
製
造
し
、
自
分
た
ち
も
よ
く
口
に
す
る
生
産
者

還
元
用
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
も
製
造
し
て
お
り
ま
す
。

　
工
場
内
の
視
察
で
は
間
近
で
生
産
ラ
イ
ン
を
見
る

こ
と
が
で
き
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。
生
産
ラ

イ
ン
で
は
最
初
に
徹
底
し
て
馬
鈴
し
ょ
の
芽
や
打
撲
、

グ
リ
ー
ン
の
除
去
が
さ
れ
て
お
り
、
最
近
で
は
オ
フ

セ
ッ
ト
ハ
ー
ベ
ス
タ
の
導
入
が
進
み
打
撲
の
量
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

揚
げ
の
工
程
で
は
商
品
の
種
類
に
よ
っ
て
揚
げ
方
が

東
京
千
住
青
果
㈱
葛
西
支
社（
東
京
都
江
戸
川
区
）

　
研
修
４
日
目
は
東
京
都
江
戸
川
区
に
あ
る
東
京
千
住

青
果
㈱
葛
西
支
社
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
東
京
千
住
青
果
㈱
は
昭
和
22
年
５
月
に
千
住
市
場
施

設（
旧
足
立
市
場
）に
て
資
本
金
１
５
０
万
円
で
創
業
さ

れ
、
平
成
30
年
度
の
取
扱
高
は
全
国
中
央
市
場
青
果
卸

会
社
の
中
で
も
７
番
目
と
全
国
で
も
上
位
の
取
扱
高
で

す
。
ま
た
、
北
足
立
市
場（
本
社
）、
葛
西
市
場（
葛
西

支
社
）、
南
部
市
場（
千
葉
県
）、
越
谷
市
場（
埼
玉
県
）

の
関
東
４
拠
点
市
場
を
軸
に
印
刷
会
社
や
ス
イ
ミ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
な
ど
様
々
な
グ
ル
ー
プ
企
業
と
の
連
携
を
図

り
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
は
東
京
都
江
戸
川
区
に
あ
る
葛
西
市
場
を
視
察

　
今
回
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
、
青
年
部
役
員
一
同
、
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

工場をバックに記念撮影
工場の前で白木専務と一緒に記念撮影

四国化工機㈱御殿場食品工場で説明を聞く
青年部役員

の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ジ
ア
圏
内
・
ロ
シ
ア
な
ど
に
も
豆
腐
を
輸
出
し
て
お
り
ま
す
。

　
豆
腐
を
製
造
す
る
過
程
で「
大
豆
」「
に
が
り
」「
水
」の
３
つ
の
品
質
が
と
て
も
重
要
で
材
料
の
確
保

に
は
と
て
も
こ
だ
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
「
大
豆
」に
つ
い
て
は
生
産
者
と
契
約
栽
培
に
取
り
組
み
、
独
自
の
受
け
入
れ
基
準
を
制
定
す
る
な

ど
厳
し
い
管
理
の
も
と
に
集
め
ら
れ
た
サ
ン
プ
ル
が
品
質
保
証
部
に
送
ら
れ
て
受
け
入
れ
前
検
査
・

適
性
検
査
な
ど
を
受
け
て
安
心
安
全
な
大
豆
だ
け
が
工
場
に
受
け
入
れ
ら
れ
ま
す
。

　
「
に
が
り
」に
つ
い
て
は
豆
乳
と
の
凝
固
反
応
が
早
い
た
め
扱
い
が
難
し
く
大
量
生
産
に
は
不
向
き

と
い
う
難
点
が
あ
り
、
滴
定
を
お
こ
な
っ
て
大
豆
の
収
穫
場
所
、
時
期
、
日
々
の
天
候
に
よ
り
微
妙

に
調
合
を
変
え
一
番
豆
腐
が
美
味
し
く
な
る「
に
が
り
」の
量
を
日
々
調
節
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
豆
腐
に
と
っ
て
の
命
で
あ
る「
水
」に
つ
い
て
、
豆
腐
の
美
味
し
さ
に
直
結
す
る
水
は
工
場

の
立
地
の
第
一
条
件
で
も
あ
り
、
日
本
一
の
富
士
山
が
天
然
フ
ィ
ル
タ
ー
と
な
り
１
０
０
年
か
け
て

濾
過
し
た
伏
流
水
を
地
下
か
ら
汲
み
上
げ
厳
し
い
水
質
検
査
を
し
た
水
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

　
製
造
ラ
イ
ン
は
人
の
手
が
全
く
触
れ
ず
、
す
べ
て
同
じ
条
件
で
製
造
し
て
製
品
に
ム
ラ
を
無
く
し
、

各
製
造
工
場
に
は
品
質
管
理
部
門
を
設
置
し
て
品
質
や
衛
生
面
の
向
上
に
も
日
々
努
力
し
、
お
客
様

の
為
に
美
味
し
い
豆
腐
を
作
り
続
け
る
の
が
仕
事
だ
と
説
明
が
あ
り
、
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

　
今
回
初
め
て
豆
腐
を
製
造
す
る
工
場
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
と
て
も
素
晴
ら
し
い
経
験
が
で
き

ま
し
た
。

�

（
報
告
者
：
菊
地
伸
輔
、
國
井
宏
諭
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ま
す
。
主
に
ト
ヨ
シ
ロ
・
キ
タ
ヒ
メ
・
ス
ノ
ー
デ
ン
を
貯
蔵
し
て
お
り
、
11
～
３
月
に
か
け
て
順
次

加
工
工
場
へ
出
荷
が
始
ま
る
と
の
こ
と
で
す
。
倉
庫
で
は
馬
鈴
し
ょ
の
芽
を
動
か
さ
な
い
よ
う
十
分

注
意
し
て
温
度
管
理
し
て
い
る
の
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　
馬
鈴
し
ょ
を
長
い
期
間
出
荷
す
る
に
は
こ
の
よ
う
な
倉
庫
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
、
ポ

テ
ト
チ
ッ
プ
ス
な
ど
の
馬
鈴
し
ょ
製
品
は
根
強
い
人
気
が
あ
り
、
全
国
で
多
く
の
馬
鈴
し
ょ
が
消
費

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
た
有
意
義
な
研
修
で
し
た
。

�
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報
告
者
：
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変
わ
る
の
で
油
の
処
理
を
変
え
て
お
り
、
味
付
け
も
様
々
な
種
類
が
あ
り
、
今
回
食
べ
た
こ
と
の
な

い
味
も
試
食
で
き
た
の
で
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
、
自
分
た
ち
が
生
産
し
た
馬
鈴
し
ょ
が
加
工
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
、

そ
し
て
工
場
側
と
様
々
な
意
見
交
換
が
で
き
ま
し
て
と
て
も
実
り
あ
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
報
告
者
：
井
原
維
孝
、
宇
佐
見
龍
也
）

他産地の馬鈴しょを確認する青年部役員

し
ま
し
た
。
葛
西
市
場
は
敷
地
面
積
７
４
，
５
１
５
㎡
、
建
物
面
積
５
９
，
３
９
６
㎡
と
東
京
都
中

央
卸
売
市
場（
青
果
部
）の
中
で
は
と
て
も
広
大
な
市
場
で
、
士
幌
町
の
馬
鈴
し
ょ
を
は
じ
め
、
全
国

各
地
の
野
菜
、
果
物
の
卸
売
り
を
し
て
お
り
ま
す
。
士
幌
の
馬
鈴
し
ょ
は「
男
爵
」「
ひ
か
る
」の
２
品

種
を
取
り
扱
っ
て
お
り
、
視
察
し
た
際
に
も
場
内
に
士
幌
産
馬
鈴
し
ょ
が
並
ん
で
お
り
ま
し
た
。
本

年
度
は
九
州
産
馬
鈴
し
ょ
も
豊
作
の
た
め
、
年
明
け
以
降
士
幌
産
馬
鈴
し
ょ
の
売
れ
行
き
は
鈍
く
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、「
ひ
か
る
」に
つ
い
て
は
学
校
給
食
で
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
比
較
的
安
定
し
て

販
売
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
今
回
実
際
に
市
場
ま
で
出
向
き
ま
し
て
、
様
々
な
産
地
の
農
産
物
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
見
聞
を

広
げ
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
我
々
生
産
者
は
た
だ
そ
の
時
期
に
収
穫
し
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
消

費
者
を
意
識
し
て
今
ま
で
以
上
に
農
協
や
市
場
と
の
連
携
を
密
に
し
て
、
市
況
に
対
応
し
た
生
産
・

貯
蔵
・
物
流
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

�

（
報
告
者
：
名
波
竜
一
、
香
川
勇
人
）

貯蔵状況を確認する青年部役員

て
い
た
だ
き
、
圃
場
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
加
工
製
造
現
場
の
原
材
料
と
商
品
製
造
へ
の
徹
底
し
た

こ
だ
わ
り
を
見
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
、
生
産
者
と
し
て
業
界
を
代
表
す
る
和
菓
子
メ
ー
カ
ー
に
選

ば
れ
、
望
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
日
々
の
生
産
活
動
を
よ
り
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
え
る

有
意
義
な
視
察
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
報
告
者
：
早
坂
雅
充
、
小
坂
拓
也
）
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女性部・青年部版
Ｊ
Ａ
女
性
部 

第
68
回
通
常
総
会・
Ｊ
Ａ
青
年
部

第
60
回
通
常
総
会
が
書
面
議
決
で
開
催

　
士
幌
町
麦
作
連
絡
協
議
会（
中
島
直
行
会
長
）は
２
月
27
日（
木
）東
京
都
ホ
テ
ル
ル
ポ
ー
ル
麹

町
に
お
い
て
、
全
国
米
麦
改
良
協
会
主
催
の
全
国
麦
作
共
励
会
中
央
表
彰
式
に
出
席
さ
れ「
日

本
農
業
新
聞
会
長
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
共
励
会
で
は
士
幌
町
麦
作
連
絡
協
議
会
を
含

め
全
国
５
集
団
の
み
表
彰
を
受
け
る
栄
え
あ
る
賞
で
す
。
受
賞
は
自
ら
の
創
意
工
夫
や
地
域
で

の
協
力
体
制
の
構
築
等
に
よ
り
、
品
質
・
収
量
性
の
向
上
に
よ
る
経
営
改
善
、
実
需
者
ニ
ー
ズ

に
即
し
た
生
産
等
に
よ
る
麦
作
振
興
、
農
地
や
地
域
社
会
の
維
持
に
真
摯
に
取
り
組
ん
だ
集
団

に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
士
幌
町
女
性
部（
河
田
三
紀
部
長
）お
よ
び
Ｊ
Ａ
士
幌
町
青
年
部（
松

山
隆
多
部
長
）は
、
例
年
3
月
上
旬
に
通
常
総
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
が
、

本
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る
北
海

道
知
事
の
緊
急
事
態
宣
言
に
続
き
、
安
倍
首
相
か
ら
の
全
国
の
学
校
休
校
要

請
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
や
延
期
、
各
団
体
に
お
け
る
会
議
・
集
会
の
中

止
な
ど
感
染
拡
大
防
止
に
向
け
た
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
お
り
、
女
性
部
お
よ

び
青
年
部
に
お
き
ま
し
て
も
、
通
常
総
会
の
開
催
に
つ
い
て
、
部
員
が
一
堂

に
会
し
て
通
常
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
判
断
し
、
急
き
ょ
書
面

議
決
に
よ
る
開
催
と
致
し
ま
し
た
。

　
書
面
は
5
日
間
の
提
出
期
間
を
経
て
、
3
月
6
日
に
女
性
部
・
青
年
部
の

三
役
に
よ
り
各
々
集
計
し
た
結
果
、
多
数
の
ご
提
出
を
い
た
だ
き
女
性
部
・

青
年
部
と
も
に
総
会
が
成
立
し
、
議
案
に
つ
き
ま
し
て
も
賛
成
多
数
に
よ
り

全
て
可
決
致
し
ま
し
た
。

　
書
面
議
決
に
つ
き
ま
し
て
は
不
慣
れ
な
点
も
あ
り
、
お
手
数
を
お
掛
け
し

た
か
と
存
じ
ま
す
が
、
こ
の
場
を
借
り
ま
し
て
改
め
て
部
員
皆
様
の
ご
理
解
・

ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

表彰の様子

表彰の様子

書面議決の確認作業

　
香
西
瑠
璃
子
さ
ん（
士
幌
青
年
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
所
属
）は
１
月
28
日
～
29
日
に
札
幌
市
で
開
催
さ

れ
た
北
海
道
農
業
者
会
議
に
出
席
し
、
ア
グ
リ
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
発
表
は
12
月
中
旬
に
帯
広
市
で
開
催
さ
れ
た
青
年
ア
グ
リ
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
出
席
し
、
ア

グ
リ
メ
ッ
セ
ー
ジ
部
門
で「『
サ
ザ
エ
さ
ん
』の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
」と
題
し
て
発
表
し
ま
し
た
。

農
業
後
継
者
と
し
て
婿
を
迎
え
入
れ
た
経
験
と
重
ね
、
夫
も
悩
ん
で
い
る
が
父
親
も
悩
ん
で
い

る
こ
と
を
知
り
、「
親
も
研
修
す
る
機
会
が
あ
れ
ば
」と
提
案
し
、
こ
の
発
表
が
十
勝
代
表
と
な

り
ま
し
た
。

　
当
日
の
発
表
で
は
、
見
事
ア
グ
リ
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
部
で
優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。
全
国
へ

の
切
符
は
逃
し
た
も
の
の
、
身
近
に
あ
る
問
題
を
わ
か
り
や
す
く
発
表
し
様
々
な
人
の
心
に
届

い
た
と
思
い
ま
す
。

　
受
賞
後
、
香
西
さ
ん
含
め
士
幌
青
年
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
皆
さ
ん
は
農
協
を
訪
れ
、
篠
原
組
合
長

に
受
賞
の
報
告
を
さ
れ
ま
し
た
。
組
合
長
か
ら
は
、
受
賞
に
対
す
る
お
祝
い
の
言
葉
が
あ
り「
是

非
そ
の
発
表
を
、
女
性
部
や
青
年
部
の
前
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。」と
話
さ
れ
、
香
西
さ
ん
も「
機

会
が
あ
れ
ば
喜
ん
で
!!
」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

報告の様子

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
る
中
、
政
府
は
感
染
拡
大
防
止
対
策
と
し
て

不
要
不
急
の
外
出
を
控
え
、
人
が
集
ま
る
機
会
を
極
力
避
け
る
よ
う
要
請
し
て
お
り
、
組
合
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
各
会
議
の
延
期
や
書
面
議
決
に
よ
る
開
催
な
ど
非
常
に
ご
苦
労

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
防
止
と
Ｂ
Ｃ
Ｐ（Business�Continuity�Plan

：
事
業

継
続
計
画
）の
観
点
か
ら
、
３
月
17
日（
火
）の
各
種
会
議
が
テ
レ
ビ
会
議
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
中
に
開
催
さ
れ
た
馬
鈴
薯
施
設
運
営
協
議
会
で
は
当
Ｊ
Ａ
と
Ｊ
Ａ
木
野
、
Ｊ
Ａ
お
と
ふ

け
、
Ｊ
Ａ
上
士
幌
町
、
Ｊ
Ａ
鹿
追
町
の
北
十
勝
５
Ｊ
Ａ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線（
Ｓ
ｋｙ
ｐ
ｅ
）

を
利
用
し
て
行
い
、
午
後
か
ら
開
催
さ
れ
た
第
12
回
定
例
理
事
会
で
は
、
各
理
事
、
監
事
に
ご

自
宅
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト（
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
）で
会
議
シ
ス
テ
ム
ア
プ
リ
を
使
用
し
て
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ど
ち
ら
の
会
議
も
慣
れ
な
い
操
作
で
最
初
は
戸
惑
う
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
通
常
の

会
議
と
変
わ
り
な
く
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

理事会はタブレットによるテレビ会議で開催

馬鈴薯施設運営協議会でテレビ会議をしている様子

各
会
議
を
テ
レ
ビ
会
議
で
実
施

士
幌
町
麦
作
連
絡
協
議
会

“
日
本
農
業
新
聞
会
長
賞
”を
受
賞

香
西
瑠
璃
子
さ
ん
北
海
道
農
業
者
会
議
に
て

ア
グ
リ
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
表
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今
月
の
紹
介
は
、
士
幌
北
地
区
の
服
部
義
文
さ
ん
で
す
。

義
文
さ
ん
は
士
幌
北
地
区
の
運
営
協
力
委
員
長
を
務
め

て
い
ま
す
。
今
回
は
ト
ラ
ク
タ
ー
整
備
の
途
中
お
話
を

お
伺
い
し
ま
し
た
。

（
以
下
、
質
問
は
Ｑ
義
文
さ
ん
の
答
え
を
Ａ
と
し
ま
す
。）

Q
作
業
上
注
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

何
で
す
か

農
作
業
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、
常

に
気
を
付
け
て
い
ま
す
。
特
に
、
機
械
作

業
の
時
に
は
周
り
に
人
が
い
な
い
か
、
一

緒
に
作
業
し
て
い
る
人
が
視
界
に
い
な
い

時
に
は
機
械
を
動
か
す
前
に
ど
こ
に
い
る

か
、
確
認
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

Q
就
農
当
時
と
現
在
の
違
い
は
何
で

す
か

就
農
当
時
は
ま
だ
ま
だ
手
作
業
や
力
仕
事

が
多
く
て
大
変
で
し
た
が
、
現
在
は
機
械

や
技
術
の
発
達
に
よ
り
農
作
業
時
間
も
大

幅
に
少
な
く
な
り
、
肉
体
的
に
も
精
神
的

に
も
大
変
楽
に
な
り
ま
し
た
。

Q
就
農
し
て
良
か
っ
た
と
感
じ
る
こ

と
は
何
で
す
か

忙
し
い
時
期
は
な
か
な
か
休
み
の
と
れ
な
い

時
も
あ
り
ま
す
が
、
自
分
の
都
合
に
合
わ
せ

て
、計
画
的
に
仕
事
が
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。

Q
農
業
の
魅
力
は
何
で
す
か
。

ど
れ
だ
け
機
械
や
技
術
が
発
展
し
て
も
、

思
う
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

が
出
来
な
い
自
然
を
相
手
に
、
一
年
間

自
分
が
や
っ
て
き
た
こ
と
で
良
い
結
果

が
出
た
時
に
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
、
ま
た
、
悪
い
結
果
で
あ
っ
て
も

そ
の
経
験
を
生
か
し
て
良
い
結
果
に
結

び
付
け
る
こ
と
が
出
来
た
時
に
は
、
よ

り
一
層
の
達
成
感
を
味
わ
え
る
と
こ
ろ

で
す
。

Q
休
み
の
過
ご
し
か
た
方
を
聞
か
せ

て
下
さ
い

出
来
る
だ
け
仕
事
の
こ
と
は
忘
れ
て
、

プ
ラ
ッ
と
出
掛
け
た
り
、
温
泉
に
行
っ

た
り
し
て
心
身
と
も
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
し
て
い
ま
す
。

Q
こ
れ
か
ら
の
若
い
後
継
者
へ
一
言

こ
こ
数
年
は
、
50
年
、
1
0
0
年
に
一

度
と
言
わ
れ
る
気
象
状
況
が
続
く
中
で

も
不
作
が
な
く
、
良
い
年
が
続
い
て
い

ま
す
。
毎
年
違
う
気
象
条
件
の
中
、
パ

ズ
ル
に
例
え
る
と
、
今
ま
で
の
経
験
を

生
か
し
た
作
業
、
発
展
し
て
き
た
技
術

な
ど
の
選
択
し
た
ピ
ー
ス
が
合
っ
て
い

た
結
果
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ

か
ら
色
々
な
状
況
の
中
で
農
業
を
し
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
自
分
が
選
ん

だ
ピ
ー
ス
が
合
っ
た
時
は
元
よ
り
、
合

わ
な
か
っ
た
時
で
も
、
農
業
と
い
う
パ

ズ
ル
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

MY DADDY

おとうさん
ぼ く
わた

・

のし おとうさん
●おとうさん

鎌田　佳
よしひさ

尚 さん

●ぼく

琉
りゅうき

生 くん

士幌北地区

服
はっ
部
とり
　義

よし
文
ふみ

さん

士幌北地区 

いま何やって
ますか?

第357回
　１月に取りまとめを行いました、帯広厚生病院の人間ドックにつきまして、下記の日程で予約可能となっております。
　人間ドック受診の希望がございましたら、組合員相談課（5-5705）までご連絡下さい。申込は先着順とさせていただ
きます。
　※社会保険の方で人間ドックを申し込まれた方は、受診後に領収書を組合員相談課までお持ちください。健康診断受
診助成の対象となります。

令和２年度　帯広厚生病院の人間ドック予約状況について

≪男　性≫
年　月　日 人　数 年　月　日 人　数

令和２年６月１日 ２ 令和２年12月18日 ３

　　　　６月５日 ２ 　　　　12月22日 ２

　　　　７月16日 １ 　　　　12月23日 １

　　　　９月３日 １ 令和３年１月６日 ２

　　　　10月16日 ２ 　　　　１月19日 １

　　　　10月22日 １ 　　　　２月１日 ２

　　　　10月29日 １ 　　　　２月10日 １

　　　　11月２日 １ 　　　　２月17日 １

　　　　12月２日 １ 　　　　２月24日 １

　　　　12月９日 ２ 　　　　３月１日 １

≪女　性≫
年　月　日 人　数 年　月　日 人　数

令和２年７月１日 １ 令和２年11月30日 １

　　　　７月27日 １ 　　　　12月３日 ２

　　　　８月20日 １ 　　　　12月14日 ３

　　　　９月２日 １ 　　　　12月17日 ３

　　　　10月７日 １ 令和３年１月４日 ３

　　　　10月19日 １ 　　　　１月12日 １

　　　　10月28日 １ 　　　　２月18日 １

　　　　11月９日 １ 　　　　３月４日 １

　　　　11月20日 １ 　　　　３月12日 １

　　　　11月25日 １ （３月17日現在）
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手洗いで感染症予防

流水で手洗いができない場合に
は、アルコールを含んだ 手指
消毒薬を使用しましょう。

出典：「日本環境感染学会教育ツールVer.3.1より引用」

手指消毒薬

指先から
消毒するの
がポイント
です。

画像出典：厚生労働省（http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou01/keihatu.htm）

とくに
食事前や調理前、
トイレ使用後には
手洗いを！

画像出典：政府インターネットTV（http://nettv.gov-online.go.jp/prg/prg7362.html?t=46&a=1）
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3月21日～4月19日

牡羊座

全体運 :好調運です。順序立てて
物事を進めると困難と思っていたこ
とも解決へ。満足のいく結果を得ら
れるでしょう

健康運 :友人とスポーツを楽しむ
のに最適です

幸運の食べ物 :アシタバ

全体運 :緩やかな上昇運です。丁
寧な作業が実りをもたらします。問
題が起きても、慌てず対処すればう
まくいくはず

健康運 :ストレスをためがち。発
散を心掛けて

幸運の食べ物 :レタス

全体運 :交友関係が活発化し盛り
上がります。縁談は自分で進めるの
も人に勧めるのも吉。仲人を引き受
けるのも招運に

健康運：体力増進のチャンス到来。
新しい運動を

幸運の食べ物 :アスパラガス

全体運 :前半はもたつきが感じら
れるものの後半は回復へ。大事なこ
とはじっくり構え、下旬から始動す
るのが良い選択

健康運 :持病のケアが重要。血の
巡りを良くして

幸運の食べ物 :新ジャガイモ

全体運 :運気は大きく盛り上がり
動きが激しいときです。善は急げ、
早めの行動が吉。下旬からは守りに
回って正解

健康運 :頑張りが利きますが、休
養も忘れずに

幸運の食べ物 :エビ

全体運 :運勢は回復傾向。年上の
人の話に耳を傾けて。相手の意見を
受け入れる余裕が幸運をもたらしま
す。早寝にツキ

健康運 :神経質にならないで。美
味な緑茶が味方

幸運の食べ物 :タケノコ

全体運 :楽しい席にお呼ばれする
など心弾むことが増えそう。人の輪
に積極的に入っていって。うれしい
発見があるはず

健康運 :回復、改善へ。名医に出
会える予感も

幸運の食べ物 :イカ

全体運 :心配事が増えそう。気に
なるなら、まずは事実確認から。状
況をきちんと把握することが改善へ
とつながります

健康運 :悪いところは放置しない
で早めに受診を

幸運の食べ物 :ソラマメ

全体運 :活気のある運気です。歓
迎会の幹事などを引き受けると招福
につながります。面倒見の良さを発
揮して人気者に

健康運 :チームで楽しめるスポー
ツにツキあり

幸運の食べ物 :アサリ

全体運 :しまったと思ったら一度
立ち止まって考えましょう。運気は
下旬から上昇。後から駆け付けた方
が吉と出ます

健康運 :食べ過ぎたらいつもより
体を動かして

幸運の食べ物 :ゼンマイ

全体運 :パワフルな期間ですが、
やり過ぎが気になります。押すだけ
でなく少し引き、人の意見を聞いて。
発展性が拡大

健康運 :筋力アップの好機ですが、
けがには注意

幸運の食べ物 :キヌサヤ

全体運 :高め安定運ですが、お金
の管理は注意が必要。計画的に使う
ようにしてください。約束、契約事
は後半ほど◎

健康運 :音楽に合わせて体を動か
す体操が◎

幸運の食べ物 :トマト

今月のあなたの運勢 HOROSCOPY2020

4月20日～5月20日 5月21日～6月21日 6月22日～7月22日

牡牛座 双子座 蟹　座

7月23日～8月22日

11月23日～12月21日

獅子座

射手座

8月23日～9月22日

12月22日～1月19日

9月23日～10月23日

1月20日～2月18日

10月24日～11月22日

2月19日～3月20日

乙女座

山羊座

天秤座

水瓶座

蠍　座

魚　座

■別紙の応募用紙にお答え・お名前・ご住所・お電話番号を記入して下さい。
■�応募は、アスポサービスカウンター・各事業所・組合員相談課にある応募箱へ投函して下さい。
■お一人さま一口のご応募を有効とさせていただきます。
■正解者の中から抽選で毎月10名様に、すてきなプレゼントをご用意しております。
■プレゼントは、組合員相談課でお渡し致します。■当選者は、次号にて掲載致します。

３月号の正解/ジンチヨウゲ

二重マスの文字を、Ａ～E の順に並べてできる
言葉はなんでしょうか ?

CROSSWORD PUZZLE

応募締切り

４月17日
（金）

1
2
3
5
6

8
11
12
13
15
16
19
20

冬が終わるとやって来ます
羊やアルパカの毛のこと
スナップエンドウの下処理の際に取る物
掃き掃除をするときに使います
欲しかった商品が——になっちゃった
……残念
瞬間—の蛇口から熱湯をくんだ
契約書や伝票に押します
ハトの形をした笛
輪——、消し——、——手袋
物の重さのこと
選挙の立候補者が肩から掛けます
木がたくさん生い茂っている所
患者を診察する人

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

当 選 者 発 表

クロスワードパズル

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

さん
さん
さん
さん
さん

さん
さん
さん
さん
さん

山田　悠人
山澤　　功
藤内　明子
吉田マサ子
瀬口　弘子

新井　鐘吉
佐藤久美子
井上　優心
東村　達夫
長瀬　民男

３月号掲載問題の応募者は77名で77名が正解で
した。厳正なる抽選の結果、次の方が当選しまし
た。当選者には、組合員相談課にてプレゼントを
お渡し致します。

おめでとうございます

あ た ま の た い そ う

応募方法

ビニール——の中で作物を育てた
ピッ、ピッ、ピッ、ポーン
口紅を片仮名言葉でいうと
メロンやズッキーニもこの仲間
ハワイの代表的なビーチリゾート。ダ
イヤモンドヘッドが見えます
視覚、聴覚、触覚、味覚、嗅覚のこと
臭いため嫌われやすい昆虫
国語、数学、——、社会
ウナギの内臓を使って作る汁物
菜の花の咲く頃に降る——梅雨
土俵の上で戦います

1
4
7
9
10

13
14
17
18
21
22

今月の抽選者
下居辺地区

酒井　敬明さん

4

営業時間 8:30～18:30

営業時間 7:00～20:00
休 業 日 4月は休まず営業

休 業 日 4月は休まず営業

士
幌
給
油
所

●スタッフ

●セルフ

お知らせ INFORMATION

営業時間 9:30～19:00
※4月1日 ㈬ は通常営業。
※4月中旬頃より夏季営業時間として

20：00までの営業を予定しておりま
す。

休 業 日 4月より日曜日は休業となります。

アスポ

ガソリンスタンド
しほろ牛肉  4月5日㈰　・5月3日㈰

ホクレン北部原料所
（上士幌担当）職員紹介

～よろしくお願いします～

　２月より上士幌担当している、本間史
生（ほんま・ふみお）さんです。
　農協本部事務所にも頻繁に出入りして
おりますので、よろしくお願いします。


